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法隆寺管主・佐伯定胤上人との交流 
寺崎は東京美術学校時代より佐伯定胤管主を師と仰ぎ、金堂壁画と唯識論を学び、壁画研究と交流を続

けてきたという。法隆寺出火前の大修理に難渋している様子がうかがえる管主のハガキが見つかった。  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

佐伯定胤→武男（館山市西ノ浜） 

年不明 2 月 7 日 【法 2】 

 春寒拝啓御清祥奉賀候、而来一向御無音欠礼御海

容願上候、御賢息方々皆々御健在御勉強奉祝候、道

義廃頽の目下者手指集中ニ困難の至也、何卒ニも円

海の人格御養生祈上候、壁画はまだ何共決定不仕其

侭に候、中々の困難事慎重に考ふべき同題に候  

佐伯定胤→武男（館山市西ノ浜） 

1942(S17).10.27 【法 1】 

拝啓冷気相増候処、弥々御清福奉賀候、尓来一向

御無音欠馳走に御海容願上候、壁画模写中々は

かどり不申候、中々の難事業也、五重塔は弥々修

理工事に着手、目下瓦屋根造作中ニ有之申候、来

春にも相成候、一度冬御光来被下度候、草々不一 

▲法隆寺輪堂壁画を制作中の寺崎武男 

▲法隆寺火災を危惧する大正期の論文  

『書道及画道』第４巻第９号 ▲法隆寺金堂壁画の複製 


